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のほとんどは園の中央にあるこの樹に集まるので，その場所
は容易にわかるであろう。図 -2 に示すように，花序からハ
ンカチ状のものがヒラヒラと下がり，時期が進むとそれこそ
ハンカチのように垂れてくる。しかし，これは花弁ではなく，
花序を対で包む，苞と呼ばれている器官である。早い時期に
は雄花で落ちているものもあるが，両性花で落ちているもの
も見られる。植物のグループとしては，ミズキ科，あるいは
ヌマミズキ科であり，わが国にはヤマボウシがこの仲間に近
いが，この場合には白い花弁状の総苞が見られ，関東の山々
でもその特徴的な姿が見られることは経験している。しかし，
ハンカチノキの場合，苞が垂れ下がるということは極めて特
徴的である。そして，時期をほぼ 1 か月遅くして，東京大
学日光植物園の入り口を入ってすぐ右側の駐車場の脇に大き
な木が聳えているが，これもハンカチノキであり，苞を垂れ
ていよう（図 -3）。従って，小石川植物園で見逃した人は，
日光植物園へ行けば見ることができると申したい。そして，
ハンカチノキはその後葉が繁るが，秋には落葉しトチの実状
の果実がたわわに実る（図 -4）。

ところで，2020 年はコロナに明け暮れしており，2021
年になってもその行方は未だ全く不透明な状況にあるが，筆
者は 2020 年にはこの植物を通年観察することになった。遠
出もなかったので，毎日見ることができたということでもあ
る。というのは，東京大学小石川植物園の園長を何度か経験
することとなったが，その初期に当時の主任技官下園文雄さ
んから，園のバックヤードで繁殖用のハンカチノキの鉢が余
分にあるので要るかと言われて，是と申していただいた。そ
れから，約20余年して筆者宅の庭の一角に聳えるように育っ
ている。そこで，特徴的なハンカチ状の苞ができるまでに約
20 年要することを自ら経験したが，十数年たった時にはい
つ咲くのかと毎年気になった。そして，ハンカチ状の苞の垂
れさがることを実際に見ることができたことは感動的であっ
た。ただ，この樹は結構大きくなるので，かなりの場所をと

ることを申し添える。また，余り指摘されないことであるが，
この木の葉も特徴的な形態を持っていることは秋になって落
葉時に気付いた。植物の葉の多くは左右対称が多いが，この
樹の葉は非対称であり，それがどのように形成されるかは大
変興味がある。非対称の葉は，このほかにもセイヨウボダイ
ジュ，シナノキなど多く知られているが，それらの形成の分
子機構は研究対象としても今後の課題であろうが，転写因子
の関与で説明されるのではと想像している。

我が家のハンカチノキが苞を下げるようになって 3 年に
なるが，毎日見ていると葉は樹の下方からついていき，ハ
ンカチが下がる過程も見ることができた。2019 年度まで
は雄性花が目立ったが，2020 年は両性花も多く見られ，そ
れらが時間をかけて下から上へと向かっていった。そして，
やがて花期が終わり，葉が茂り，その葉が散り始めたのは
10 月後半で，12 月の半ばにはほぼ葉を落とした。誰にも
気づかれずにこのような観察ができたことは幸いであると
思っている。

本稿を閉じるにあたり，ハンカチノキとパンダが四川省
の奥地を原生地にしていることは，いずれも希少種である
両種は氷河期が発達した時期に氷河から逃れることができ
たことを意味していると申したい。同様な理由ではイチョ
ウも同じカテゴリーに入り，実際イチョウが残存できた場
所も同地域であることは，これらの種の残存に特別な意味
を持って言えることを示していよう。本稿の写真は全て東
京大学名誉教授邑田仁博士より提供を受けたことを謝辞を
もってここに記す。
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■協会だより
■植物調節剤の研究開発事業に係わる試験研究課題

　当協会では，植物調節剤の有効利用及び作物・雑草の生

理・生態等の研究啓発を目的に，大学，国立研究開発法

人，都道府県の試験研究機関との共同研究の一環として試

験研究を委託している。

　2021年度「植物調節剤の研究開発事業に係わる試験研究

課題」を以下のとおり募集する。

１．対象試験研究課題

　‌‌　除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の生理・

生態の解明に関わる課題とする。

２．対象者

　‌‌　都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民間

企業等関係者とする。

３．期間

　　原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。

４．試験研究費

　　原則として1課題当たり50万円（税込み）を上限とする。

５．応募方法

　‌‌　植調協会理事長宛に申し込み文書及び試験研究実施

計画書を提出する。

６．審査方法

　‌‌　書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング

審査を実施する場合もある。

７．成果の報告

　‌‌　試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に

提出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。

８．申込み

　　期限：2021年3月末日（必着）

　　宛先：総務部　企画課（村岡・中谷）

　　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6

　　　　　TEL：03-3832-4188‌‌FAX：03-3833-1807

　　　　　E-mail：kikaku@japr.or.jp

　　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書

　　（‌‌必要書類の様式については企画課にお問い合わせ

ください）
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